
予選（16G）、準々決勝（5G）、
準決勝（5G ）を経てＴＶ決勝に
進んだのは5名。その顔触れ
は、トップシードの松永裕美を
筆頭に、3位で宇山侑花、4位
で中島瑞葵と、柴田英徳プロの
門下生で、小嶺シティボウルの
3姉妹とも称される3名が揃っ
て進出。2位には選抜大会から
勝ち上がってきた松尾、そして
最後の5番目の座には、アイ
キョーボウル所属で、大会ホス
テスプロでもある川﨑由意が、
準決勝最終Ｇの254で食い込
んだ。また新人戦優勝でデ
ビューを飾った今井双葉は、川
﨑から11ピン差で次点にとど
まった。

5位決定戦
前半を互角で折り返したあと

の6フレ、川﨑が⑧⑩と割れて
オープン。9フレ、ともにファ
ウンデーションをマークして、
1マークリードの中島の10フ
レは「メンタルの弱さが出た」
と、①②を残す8本カウント。
渾身のパンチアウトを決めた川
﨑が216：208と8ピン逆転し
て勝ち上がった。

4位決定戦
3フレからターキーの宇山が
前半を1マークのリード。しか
し川﨑が6フレからのターキー
で逆転。さらにフォースを狙っ
た9フレは、「5位決定戦でも出
た⑧⑩になるのが怖くてちょっ
と出したら、出すぎてノー
ヘッド」の①②④⑧を残す6
本カウント。これが命取り
となって、8フレからオー
ルウェーの宇山が242：
219と再逆転で勝ち進ん
だ。

3位決定戦
ともにダブルスタートの

あと、松尾が4フレから2つ
目のダブルを持ってくると、
宇山は6フレ③⑥⑩をカ
バーミスでオープン。「松永
さんが待つ優勝決定戦まで
行きたかった」と振り返った
宇山だが、7フレをストラ
イクのあとの8フレは⑩ピ
ンが飛ばず、7フレから
ターキーで突き放した松尾
が231：201で優勝決定戦
進出を決めた。

9フレ初のストライクを持って
くると、10フレ1投目気迫の
ダブルで、わずかな望みをつ
ないだ。しかし松尾は「10フレ
1投目は、8フレがスプリット

アイキョーグループの特別協賛を得て誕生した『アイキョー
ホームプレゼンツ・プロボウリングレディーストーナメント
2022』が、6月23日から4日間、千葉県印西市のアイキョー
ボウルで行われたが、松尾星伽（49期・東名ボール／ＡＢＳ）
が2017年のプリンスカップ以来4年半ぶりの2勝目で、初
代女王に輝いた。（主催：(公社)日本プロボウリング協会）

▲「悔しい～。でも一時期よりは、断然ボウ
リングになってきていると思う」と2大会連
続準Vの松永

優勝決定戦
補助器具の使用が禁止に
なって、ともに素手でのアジャ
ストに苦しんできた二人の優勝
決定戦となった。
松永は「練習ボールではよ
かったけど、練習ボールがいい
とああなりがちですね」と、1
フレから4連続の⑩タップ。一
方1フレは失投でオープンス
タートとなった松尾は、3フレ
からフォースでリードを奪う。
松永はアジャストが裏目に出
たか5フレ④⑥⑦、7フレは
ビッグフォーと絶体絶命。とこ
ろが松尾も7、8フレとスプ
リットで連続オープン。松永は

▲グリコに続く連
勝はならなかった
川﨑「業界のことをすごく思って
やってくれている（重見康浩）会
長の前で優勝したかった」と号泣

だったので1枚寄って、いちば
んいい投げ方ができた」と、会
心のストライクで勝負を決め、
長いトンネルを抜けて4年半ぶ
りの2勝目を挙げた。
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アイキョーホームプレゼンツレディーストーナメント2022
6月23～26日／アイキョーボウル

選抜大会を投げるのは4年ぶ
りぐらいで、すごく緊張した。
最終ゲームの10フレまでどう
なるか分からない展開だったけ
ど、そこで通過できて命拾いし
たので、本大会は楽しんで投げ
ようと思った。
今大会のレーンは、経験した

ことのない50フィートのロン
グオイル。昨年の千葉オープン
は、同じ会場で48フィートだっ
たかな、本当にひと曲がりもし
なかった。今回はもっとやばい
なと思っていた。もともと1個

のボールでやりくりするタイプ
だけど、今回は1日のうちの時
間帯、時間帯で4個のボールを
使い分けて、それぞれに活躍し
てくれた。
優勝決定戦は、前半私は自分

の失投以外はストライクになっ
ていたけど、松永さんはいい感
じの投球が⑩ピンが飛んでいな
くて、自分に風が吹いているか
なと思った。
2勝目までの道のりは長かっ
たですね。とくにメカテクを外
した当初は、ボウリングを辞め
ようかなというところまで精神
的に追い詰められた。師匠の鈴
木博喜プロに相談しながら、本
当に初心者の気持ちでゼロから
作り直してきた。この優勝は、
練習嫌いでわがままな私を、見
捨てずに指導し続けてくれた鈴
木プロのおかげです。
優勝ボール：900GLOBALク
ルーズ・ブラックベリー

優勝・松尾星伽のコメント
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